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神戸女学院 校舎棟{音楽詩、講堂・総務館、間書館、理学錦、文学館)

所在地:兵庫県臨富市開閉山4-1

竣工:1933年

用 途:大学校舎機

所有者:学技法人神戸女学説

設計者:c槻一粒杜ヴオ}リズ建築事務訴

撞工者:燃す中工務)占

維持管理者:学校法人神戸女学院

(写楽は音楽鍛)

今賠受賞した建物は神戸女学院が1933年に神戸から茜富市岡田山の丘陵の現在地に移転した

際ウィリアム・メレル・ヴォーリズの設計、 f守中工務}おの雄工 iこより建てられた音楽館、

総務舘、盟書館、理学館、文学館の校舎棟である。各棟は fスパニッシュ・ミッション・スタイルJ
と時ばれる弱地中海に見られる隷式を基調にし、構造はi貯援壁付のRCラーメン薄造である。 

1995年阪神・談路大震災時に、 f匙に iまi欝造的に大きな損協は無かったものの、文学蕗の木造

巌根トラスが関壊し、鉄骨トラスに修復している。 

2005年より文学蕗、理学錯のゆ展~下の一部木軸壁を註Cff討議様に変える補強を行っているが、

廊下側の既設の皇室仕上げを残し教窓側から施工する配慮により内部空間の雰閥気を雑持してい

る。外装の改修についてもスクラッチタイル、リソイド壁、 S型瓦等、意に建設当初の民合いを

採っ努力が重ねられている。

建物群全体における援房施設は、治炊き蒸気ボイラ…を熱源とした古いラジエターを使い続

けており、持房はガス冷胤水発生器や電気式チラーを熱j原とし、室内露出のブアンコイルユニッ

トを中心に設備されている。ラジエターは寵える擁設拡張い続けるといった思想、の中で、

やチャペ jレの雰塵気によくマッチしている。露出の配管やファンコイルユニットはー克不似合

いであるが、本建物群に共通しているし自熱体の流れ(蓑訳過ぎないという観点)から見ると、

蕪理に 11，議そうとはせず、その時代に必要なものを要求に応じて最小認の設備をしていると考え

ることができるようになり、実は不拡合いではないことを惑じさせられる。

より学生の上履きシューズの奨励、傘立て、傘袋の設援等所有者である神戸女学院の教

育理愈実践の場、理想のキャンパスとして今後とも守り続汁るとの意思表嬰のもと、 73年麓と

基本的に同じメンバーが中心となって維持保全され、変らずに日々使J弔されていることは高い

評価に{議する O 
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